まず、コーディングについて説明しますが、すでにご承知の方は省略して初めてのプログラムへ進んでください。

コーディング法および４つのDIVISIONと見出し部
境界Ｃ　　境界Ａ

境界Ｂ
・・・・＋・・・・１・・・・＋・・・・2・・・・＋・・・・３・・・・＋・・・・４・・・・＋・・・・５・・・・＋・・・・６・・・・＋・・・・７・・・・＋・・・・８

000010 IDENTIFICATION    DIVISION.

000020 PROGURAM-ID.      TESTP1.

000030 ENVIRONMENT       DIVISION.

000040 INPUT-OUTPUT      SECTION.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見出し

000050 FILE-CONTROL.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　領域

000060     SELECT  AAFILE    ASSIGN             ”./RDATASF.DAT”.

000070     SELECT  BBFILE    ASSIGN             ”./RDATAIF.DAT”
000080                       ORGANIZATION        INDEXED

000090                       ACCESS MODE         DYNAMIC

000100                       RECORD KEY          B01.

正書法によります。

行番号は６桁とします。

１ステップまたは１０ステップを使用するが厳密に考える必要はありません。

使用するコンパイラに従うこととします。

７桁目は標識領域

· アスタリスクを打つと注釈行となる。

―　　ハイホンを打つと前行の続きを意味する。

７３桁目からは見出しとなります。

この部分に書かれていると無視されるので注意しよう。

全体の記入位置はサンプルプログラムを見て参考にしてください。

最初に覚えることはＤＩＶＩＳＩＯＮ。

この４つのＤＩＶＩＳＩＯＮとプログラム名の書き方をだけをまず覚えます。

　　　　　　　　　　　　　　ピリオド　　　　　　　　　　　　　　　ピリオド

ＩＤＥＮＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮ　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＰＲＯＧＲＡＭ－ＩＤ．　　　　　　ＴＥＳＴ１．

ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＤＡＴＡ　　　　　　　　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＰＲＯＣＥＤＵＲＥ　　　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＴＥＳＴ１がプログラム名です

ＰＲＯＧＲＡＭ－ＩＤのあとにピリオドを忘れないように。

そして各行の最後にピリオドを必ずつます。

コンパイラによっては厳密にチェックしない場合もありますが、ルーチンの制御が変わってしまい思わぬ動きをしてデバッグに時間がかかってしまうこともあります。

はじめはつづりを確実に覚えます。だんだん覚えることが増えるので最初はここまでにします。間違いなく書けたら次に進みます。

環境部

ここではファイルの宣言をします。

実際のファイル名　　　プログラム中でのファイル名　　レコード名


ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ　　　ＡＡＦＩＬＥ　　　　　　Ａ１ＲＥＣ　　Ａ２ＲＥＣ

最初によく誤るのはプログラム中のファイル名とレコード名です。

読み込むときはファイル名で　ＡＡＦＩＬＥ

書き込むときはレコード名で　Ａ１ＲＥＣ　またはＡ２ＲＥＣなどです。

ＳＥＬＥＣＴ　　ＡＡＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　”ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ”．と定義すると
　　　　　ＲＥＡＤ　ＡＡＦＩＬＥという命令で対応する外部ファイルが読み込まれます

　　　　　この場合は　ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ　です。

　　　　　なぜ直接　ＲＥＡＤ　ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ　としないのか？

　　　　　これは環境部で内部ファイル名と外部ファイル名を関係付けることで

自由度の高いファイルの使い方が出来るようにしているからです。

シーケンシャルファイルの定義方法

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＡＡＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　”ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ”．

インデックスファイルの定義方法

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＢＢＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　　”ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ”
　　　　　　　　　　　　ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ　　　　　ＩＮＤＥＸＤ

　　　　　　　　　　　　ＡＣＣＥＳＳ　ＭＯＤＥ　　　　　　ＲＡＮＤＡＭ

　　　　　　　　　　　　ＲＥＣＯＲＤ　ＫＥＹ　　　　　　　Ｂ０１．

これはインデックスファイルを乱呼び出しに使用する場合の書き方です。

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＢＢＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　　”ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ”
　　　　　　　　　　　　ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ　　　　　ＩＮＤＥＸＤ

　　　　　　　　　　　　ＡＣＣＥＳＳ　ＭＯＤＥ　　　　　　ＳＥＱＵＥＮＴＩＡＬ

　　　　　　　　　　　　ＲＥＣＯＲＤ　ＫＥＹ　　　　　　　Ｂ０１．

これはインデックスファイルを順呼び出しとして使用する場合の書き方です。

一般には次のようにＡＣＣＥＳＳ　ＭＯＤＥをＤＹＮＡＭＩＣとして乱呼び出しと順呼び出しを切り替えられる動的呼び出しを使用すると便利です。

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＢＢＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　　”ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ”
　　　　　　　　　　　　ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ　　　　　ＩＮＤＥＸＤ

　　　　　　　　　　　　ＡＣＣＥＳＳ　ＭＯＤＥ　　　　　　ＤＹＮＡＭＩＣ

　　　　　　　　　　　　ＲＥＣＯＲＤ　ＫＥＹ　　　　　　　Ｂ０１．

ここでは次の２種類を覚えましょう。

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＡＡＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　”ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ”．

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＡＡＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　”ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ”
　　　　　　　　　　　　ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ　　　　ＩＮＤＥＸＤ

　　　　　　　　　　　　ＡＣＣＥＳＳ　ＭＯＤＥ　　　　　ＤＹＮＡＭＩＣ

　　　　　　　　　　　　ＲＥＣＯＲＤ　ＫＥＹ　　　　　　Ａ０１．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピリオド

今日は昨日の分とあわせて以下のコーディングが完璧に書けるまでがんばりましょう。

ＩＤＥＮＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮ　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＰＲＯＧＲＡＭ－ＩＤ．　　　　　　ＴＥＳＴ１．

ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＩＮＰＵＴ－ＯＵＴＰＵＴ　　　　　ＳＥＣＴＩＯＮ．

ＦＩＬＥ－ＣＯＮＴＲＯＬ。

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＡＡＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　　”ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ”．

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＢＢＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　　”ＲＤＡＴＡ２．ＤＡＴ”
　　　　　　　　　　　　ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ　　　　　ＩＮＤＥＸＤ

　　　　　　　　　　　　ＡＣＣＥＳＳ　ＭＯＤＥ　　　　　　ＤＹＮＡＭＩＣ

　書き出し位置　　　　　ＲＥＣＯＲＤ　ＫＥＹ　　　　　　　Ｂ０１．

ＤＡＴＡ　　　　　　　　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＰＲＯＣＥＤＵＲＥ　　　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

これが書ければこの部分は終わりです。間違いなく書けたら次に進みます。

データ部

データ部ではファイルのフォーマットを定義します。

COBOLではほとんどのファイルが固定長です、この固定長のファイルの構造を理解しなくてはいけません。

次のようなファイルを定義します。

商品データファイル

商品コード　　　数字１３桁

商品名　　　　　漢字２０桁　　　　　　　　漢字１桁は２バイトです

仕入先コード　　数字８桁　　　　　　　　　全体で８０桁＝８０バイト

単価　　　　　　数値１１桁

１ロット数　　　数値４桁　　　　　　　　　　＋－符号付１１桁

空白　　　　　　文字４桁

・・・・・・・・・１・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1

　商品コード　　商品名　　　　　　　　　　　　　　　仕入先　単価　　ロット空白
　　X(13)             N(20)                         X(8)    S9(11)   9(4)x(4)
以前はファイル長を６４バイト、１２８バイト、、２５６バイトなど６４バイトの倍数をきりのよい長さにしてブロック化を考えていましたが今ではあまり効果はありません。

今回は８０バイトとします。これをＢＢＦＩＬＥのＢ１ＲＥＣレコードとしてコーディングすると　　　　　　　　　　　　　　B1RECは８０バイトの文字型として扱われます

　ＦＤ　ＢＢＦＩＬＥ．

　０１　Ｂ１ＲＥＣ．　　　　　　　　　

　　　　０２　Ｂ０１　　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（１３）．

　　　　０２　Ｂ０２　　　　　　ＰＩＣ　　Ｎ（２０）．

　　　　０２　Ｂ０３　　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（０８）．

　　　　０２　Ｂ０４　　　　　　ＰＩＣ　Ｓ９（１１）．

　　　　０２　Ｂ０５　　　　　　ＰＩＣ　　９（０４）．

　　　　０２　ＦＩＬＬＥＲ　　　ＰＩＣ　　Ｘ（０４）．

さてここで数字と数値はどこが違うのでしょうか

　数字　　文字列の中の1から0までの数字データでそのデータ同士で演算できないもの

　　　　　（つまり商品コードや仕入先コード同士の四則演算などは起こりえない）

　数値　　データ同士で演算することが出来るもの

　　　　　単価は数量と掛けることにより金額となるなど。

ＣＯＢＯＬでは数字データと正の数値は同じコード表示となります。

　　　　　　　　　　　（数値データのパック化については必要な時点で説明します）

ではＡＡＦＩＬＥとして次のフォーマットを定義してみよう。

発注データファイル

商品コード　　　数字１３桁

数量　　　　　　数値５桁　　　　　　　　合計32バイト

空白　　　　　　文字１４桁

　　　

・・・・・・・・・１・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1・・・・・・・・・1

　商品コード　数量　　空白
　　X(13)    S9(5)  x(14)
　ＦＤ　ＡＡＦＩＬＥ．

　０１　Ａ１ＲＥＣ．

　　　　０２　Ａ０１　　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（１３）．

　　　　０２　Ａ０２　　　　　　ＰＩＣ　Ｓ９（０５）．

　　　　０２　ＦＩＬＬＥＲ　　　ＰＩＣ　　Ｘ（１４）．

それでは前回に引き続きコーディングします。

全体が間違いなく書けましたか？ここでいいかげんに書いていると後でコンパイルが通りません。

ＩＤＥＮＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮ　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＰＲＯＧＲＡＭ－ＩＤ．　　　　　　　ＴＥＳＴ１．

ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ　　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＩＮＰＵＴ－ＯＵＴＰＵＴ　　　　　　ＳＥＣＴＩＯＮ．

ＦＩＬＥ－ＣＯＮＴＲＯＬ。

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＡＡＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　　”ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ”．

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＢＢＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　　”ＲＤＡＴＡ２．ＤＡＴ”
　　　　　　　　　　　　　ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ　　　　　ＩＮＤＥＸＤ

　　　　　　　　　　　　　ＡＣＣＥＳＳ　ＭＯＤＥ　　　　　　ＤＹＮＡＭＩＣ

　書き出し位置　　　　　　ＲＥＣＯＲＤ　ＫＥＹ　　　　　　　Ｂ０１．

ＤＡＴＡ　　　　　　　　　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＦＩＬＥ　　　　　　　　　　　　　　ＳＥＣＴＩＯＮ．

　ＦＤ　ＢＢＦＩＬＥ．

　ＦＤ　ＡＡＦＩＬＥ．

　０１　Ａ１ＲＥＣ．

　　　　　０２　Ａ０１　　　　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（１３）．

　　　　　０２　Ａ０２　　　　　　　　ＰＩＣ　Ｓ９（０５）．

　　　　　０２　ＦＩＬＬＥＲ　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（１４）．

　０１　Ｂ１ＲＥＣ．

　　　　　０２　Ｂ０１　　　　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（１３）．

　　　　　０２　Ｂ０２　　　　　　　　ＰＩＣ　　Ｎ（２０）．

　　　　　０２　Ｂ０３　　　　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（０８）．

　　　　　０２　Ｂ０４　　　　　　　　ＰＩＣ　Ｓ９（１１）．

　　　　　０２　Ｂ０５　　　　　　　　ＰＩＣ　　９（０４）．

　　　　　０２　ＦＩＬＬＥＲ　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（０４）．

ＰＲＯＣＥＤＵＲＥ　　　　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

これが書ければこの部分は終わりです。間違いなく書けたら次に進みます。

手続き部

さていよいよ最終部分の手続き部です。

ここで覚える命令は

OPEN、CLOSE、INPUT、OUTPUT、MOVE、IF、COMPUTE、　

READ、WRITE、DISPLAY、ACCEPT、GO　TO、STOP　RUN　
まずこれだけを使用します。

つづりが間違いなく書けるようになりましょう。

ではすべてのコーディングが間違いなく出来るようになったでしょうか

ＩＤＥＮＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮ　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＰＲＯＧＲＡＭ－ＩＤ．　　　　　　　ＴＥＳＴ１．

ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ　　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＩＮＰＵＴ－ＯＵＴＰＵＴ　　　　　　ＳＥＣＴＩＯＮ．

ＦＩＬＥ－ＣＯＮＴＲＯＬ。

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＡＡＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　　”ＲＤＡＴＡ．ＤＡＴ”．

　　　　ＳＥＬＥＣＴ　　ＢＢＦＩＬＥ　ＡＳＳＩＧＮ　　　”ＲＤＡＴＡ２．ＤＡＴ”
　　　　　　　　　　　　　ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ　　　　　ＩＮＤＥＸＤ

　　　　　　　　　　　　　ＡＣＣＥＳＳ　ＭＯＤＥ　　　　　　ＤＹＮＡＭＩＣ

　書き出し位置　　　　　　ＲＥＣＯＲＤ　ＫＥＹ　　　　　　　Ｂ０１．

ＤＡＴＡ　　　　　　　　　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

ＦＩＬＥ　　　　　　　　　　　　　　ＳＥＣＴＩＯＮ．

　ＦＤ　ＢＢＦＩＬＥ．

　ＦＤ　ＡＡＦＩＬＥ．

　０１　Ａ１ＲＥＣ．

　　　　　０２　Ａ０１　　　　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（１３）．

　　　　　０２　Ａ０２　　　　　　　　ＰＩＣ　Ｓ９（０５）．

　　　　　０２　ＦＩＬＬＥＲ　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（１４）．

　０１　Ｂ１ＲＥＣ．

　　　　　０２　Ｂ０１　　　　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（１３）．

　　　　　０２　Ｂ０２　　　　　　　　ＰＩＣ　　Ｎ（２０）．

　　　　　０２　Ｂ０３　　　　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（０８）．

　　　　　０２　Ｂ０４　　　　　　　　ＰＩＣ　Ｓ９（１１）．

　　　　　０２　Ｂ０５　　　　　　　　ＰＩＣ　　９（０４）．

　　　　　０２　ＦＩＬＬＥＲ　　　　　ＰＩＣ　　Ｘ（０４）．

ＰＲＯＣＥＤＵＲＥ　　　　　　　　　ＤＩＶＩＳＩＯＮ．

OPEN、CLOSE、INPUT、OUTPUT、MOVE、IF、COMPUTE、　

READ、WRITE、DISPLAY、ACCEPT、GO　TO、STOP　RUN　
ここまで書けるようになったらいよいよプログラムです。

書き方の基本は

　　　　セクション名

　　　　　　ラベル名

　　　　　　　命令群

これらのかたまりです。

大きなプログラムの場合は主要な構成をセクションで分けて、ひとつの動作のグループを

ラベルでまとめます。

例題プログラムを見て参考にしましょう。

このセクションやラベルでの分け方でプログラムが見やすいか、訂正しやすいかが

決まります。

フローチャートがうまく出来ているとそのまま利用できます。

